
厚
和
の
・
佛
塔
追
記

　
　
　

蒙
疆
専
琥
に
記
し
た
如
く
、
昨
年
は
厚
和
の
東
方
た
る
萬
部

　
　

華
巌
経
塔
の
内
部
を
残
念
な
が
ら
未
調
査
に
了
っ
た
の
で
、
今

　
　

夏
大
同
へ
行
っ
た
機
會
を
利
用
し
て
八
月
の
末
再
び
厚
和
。
を
訪

　
　

れ
た
。
幸
に
も
同
地
の
吉
田
部
隊
長
殿
の
御
助
力
と
蒙
疆
電
設

　
　

會
漱
純
理
科
長
磯
谷
誠
八
郎
氏
の
御
厚
情
と
を
黍
ふ
し
、
雨
後

　
　

の
悪
路
を
難
た
く
突
破
、
容
易
に
目
的
を
逢
す
る
こ
と
が
出
来

　
　

た
の
は
全
く
感
謝
と
歓
喜
と
に
耐
へ
た
い
所
で
あ
っ
た
。

　
　
　

吾
々
は
猿
め
用
意
し
て
行
っ
た
二
間
梯
子
を
以
て
南
の
入
口

　
　

か
ら
中
へ
入
っ
た
が
、
入
口
は
意
外
に
高
く
三
間
梯
子
の
必
要

　
　

を
感
す
る
｀
程
だ
っ
た
。
初
珊
の
内
部
ぱ
平
面
間
で
示
し
た
通
り

　
　

八
角
形
の
廻
り
廊
下
に
よ
っ
て
内
外
の
壁
に
分
か
れ
、
内
側
の

　
　

東
西
南
北
の
壁
に
は
中
央
に
方
形
の
寵
を
設
け
て
ゐ
る
が
、
そ

　
　

こ
に
祀
っ
て
あ
っ
た
ら
し
い
佛
像
は
全
く
姿
を
清
し
、
内
壁
忙

丿

　

二
、
外
壁
に
八
、
計
１
　
箇
に
の
石
碑
が
嵌
め
込
ま
れ
て
ゐ
た
ら
し

Ｍ

　

ヽ
い
が
ヽ
今
で
は
七
箇
だ
け
残
存
し
て
ゐ
た
・
も
と
石
碑
の
あ
っ

村

　
　

田

　
　

治

　
　

郎

た
ら
し
い
跡
は
壁
の
一
部
が
凹
ん
で
北
ハ
所
に
漆
喰
が
塗
っ
て
あ

る
の
で
一
見
し
て
そ
れ
と
認
め
ら
れ
る
。

　

前
日
ま
で
は
考
へ
て
ゐ
た
の
に
宮
日
に
な
っ
て
懐
中
電
燈
を

持
１
　
す
る
の
を
忘
れ
た
の
で
、
碑
文
を
讃
む
の
が
可
な
り
困
難

で
あ
っ
た
の
に
加
へ
て
、
こ
の
日
も
調
査
を
な
る
べ
く
早
く
切

り
上
げ
る
必
要
が
あ
っ
た
認
に
、
碑
文
を
十
分
精
査
す
る
こ
と

が
出
来
か
ね
た
が
、
私
の
見
た
限
り
で
は
總
て
人
名
の
羅
列
の

み
で
、
塔
の
建
設
又
は
重
修
に
開
す
る
記
事
や
年
代
の
記
載
は

皆
無
だ
っ
た
。
恐
ら
く
さ
う
い
ふ
文
章
の
石
碑
が
あ
っ
た
ら
う

と
は
何
人
も
想
像
す
る
所
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
が
現
在
見
あ
た

ら
な
い
の
は
南
（
印
ち
正
面
）
の
入
口
に
近
い
左
右
の
石
砕
が
前

え
失
せ
て
ゐ
る
の
に
原
因
す
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

　

銭
良
揮
の
「
出
塞
紀
略
」
に
石
碑
を
八
座
と
し
、
且
つ
数
千

百
人
の
姓
名
だ
け
開
列
し
て
あ
る
と
説
明
し
て
ゐ
る
の
は
、
此

の
時
既
に
南
の
入
口
に
近
」
二
眸
が
無
か
っ
た
狐
だ
ら
う
と
推
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に

　

察
せ
ら
れ
る
。
私
は
「
出
塞
紀
略
」
に
忠
勇
校
尉
某
、
南
兄
部

　
　

目
某
、
女
直
都
目
某
ご

　
　

の
石
阿
で
あ
ら
う
か
と
捜
し
た
が
気
持
が
落
ち
着
い
て
ゐ
互
か

　
　

っ
た
篤
か
遂
に
見
川
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
石
防
に
は
多

　
　

少
大
小
長
短
の
差
が
ゐ
り
、
私
は
細
字
が
多
く
八
つ
少
し
小
型

　
　

ご

　
　

し
た
が
、
こ
れ
ま

　

た
急
ぎ
過
ぎ
て
拓

　

木
が
う
ま
く
川
来

　

上
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
の
拙
い
拓
本
か

　

ら
要
勘
の
み
拾
ひ

’
讃
み
す
れ
ば
、
最

　

初
の
邑
名
が
一
寸

　

不
明
に
な
っ
た
が

"
£
)
長
謝
徳
温
、
邑
剛
梁
寛
、
邑
判
杜
景
年
、
維
那
張
勝
１
　
、

維
那
郭
善
正
、
維
那
尹
口
氏
、
維
那
□
□
□
、
維
那
王
周
氏

東
宿
坊
、
孫
惟
才
、
康
公
謙
：
…
東
北
坊
、
災
善
貞
、
于
文

遇
…
…
西
北
坊
、
孫
海
雲
、
趙
公
進
、
…
…
大
嶺
東
西
二
村

乱
首
馬
文
友
、
張
貿
槃
、
貞
元
高
…
…
西
北
坊
、
元
壽
、
李

寛
、
：
：
‥
心
肺
紀
首
李
□
、
李
忠
義
…
…
南
開
…
…
京
開
、

再
公
才
ゝ
揚
徳
成
ド
・
‘
・
・
拶

』
一
一
ａ
ｓ
’
　
＾
行
張
成
…
…
□
か
う

乱
首
李
世
才
、
張
思
成
…
…
９
　
山
東
西
二
村
、
紀
首
李
元
、

劉
仙
…
…
太
ｆ
家
戸
、
乳
汁
劉
孝
民
、
田
賃
潤
…
…
等
一
４
　
人

蘇
家
戸
、
紀
首
蘇
可
益
、
武
公
才
…
…
等
一
１
　
人
、
劉
家
庄

札
作
劉
公
才
、
張
元
：
：
南
宍
村
、
紀
首
楊
遇
、
陳
耶
、
田

蓮ふ
圖面軍暦一第下．殼七第上

耶
、
李
耶
等
五
人

＠
●
●

横
河
村
、
紀
首
李

士
槃
…
…
五
人
、

Ｉ
●
一

細
泉
子
、
紀
首
張

公
旅
…
…
五
人
。

　
　
　

Ｉ
●
ｅ

…
…
友
泉
村
、
紀

首
李
進
、
…
…
…
五

　
　
　

一
一
●
●

人
、
新
興
南
庄
、

紀
首
郭
忠
信
…
…

新
興
北
庄
、
札
首
…
…
…
新
王
庄
、
札
首
和
賀
成
、
邪
公
砧
、

五
人
、
砂
河
店
、
乱
首
…
…
赤
’
城
水
北
、
紀
首
王
仁
砧
…
…

一
十
五
人
、
薬
師
娘
子
庄
□
、
紀
首
…
…
｛
亦
城
水
南
村
、
陳

于
通
…
…
赤
城
嶺
西
村
、
紀
首
李
忠
信
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
二
十
戈
行
に
互
遼
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碑
の
四
隅
に
訣
失
が
あ
っ
て
不
明
な
蛤
は
あ
る
。
が
、
と
に
か

く
右
の
や
う
な
調
子
に
地
名
、
次
に
紀
首
の
名
、
そ
の
次
に
役

名
の
た
い
人
逢
を
績
け
。
て
、
一
っ
め
碑
面
に
数
百
の
姓
名
が
列

畢
し
て
あ
る
。
こ
の
砕
文
の
中
で
東
南
、
東
北
、
西
南
、
西
北

の
四
坊
及
び
南
開
、
東
開
の
人
名
の
下
に
は
延
々
そ
の
母
と
妻

又
は
妻
と
子
だ
ど
の
名
が
細
字
で
二
行
に
書
き
加
へ
て
あ
る
。

各
種
の
も
の
を
例
示
す
れ
ば

畿
笙
琵
配
夥

　
　

ａ
エ
に
八
加
賀

李

　

お
皿
駁

　
　
　

ｍ
ｍ
ニ
Ｅ
龍
球

哲
荒
壁
良

　
　
　

康
竺
Ｅ
暦
剔

張

　

　
　
こ
靉

　
　
　
　

趙
曼
氏
四
詣

高

　

ｙ
盛
況
口

　
　
　

ｍ
　
ｍ
＼
ｓ
昂
ｍ

李

　

ａ
諮
ぽ

　
　
　

劉
郭
氏
登
司

　
　
　

前
に
學
げ
な
か
っ
た
が
碑
文
中
に
は
李
娘
々
、
盧
三
姐
と
い

　
　
　

ふ
や
う
な
女
の
名
も
見
え
る
。
「
出
塞
紀
略
」
に
傍
及
婦
人
、
或

　
　
　

孵
妻
某
、
或
秘
娘
子
某
氏
、
或
柄
某
娘
々
、
但
俗
可
笑
な
ど
。
χ

　
　
　

あ
る
の
は
、
右
の
細
字
の
記
し
方
と
一
般
の
姓
名
中
の
記
し
方

Ｊ

　

と
を
一
括
し
て
の
批
評
で
あ
ら
う
。
す
べ
て
の
石
碑
は
極
め
て

　

見
事
な
表
面
仕
上
げ
に
な
っ
て
ゐ
て
、
ま
る
で
油
を
ぬ
っ
た
や

　

う
に
滑
か
に
磨
か
れ
、
雨
露
に
さ
ら
さ
れ
な
い
篤
に
恐
ら
く
製

　

作
富
時
と
殆
ん
ど
使
ら
な
い
姿
で
傅
へ
ら
れ
て
ゐ
る
ら
し
い
。

’
尤
も
四
隅
が
訣
け
た
り
し
て
ゐ
る
所
を
見
れ
ば
、
最
初
か
ら
現

　

在
の
場
所
に
嵌
め
ら
れ
て
ゐ
た
か
否
か
、
多
少
疑
問
で
は
あ
る

　

が
…
…
。

　
　

上
暦
へ
昇
る
階
段
の
敬
は
磨
滅
し
て
了
ひ
滑
り
落
ち
さ
う
に

　

た
る
場
所
が
少
く
な
い
。
最
上
騰
は
周
園
の
廊
下
の
他
に
、
中

　

央
に
八
角
の
室
が
設
け
て
あ
る
が
、
室
内
が
非
常
に
荒
れ
て
ゐ

　

た
。
八
角
の
天
井
な
ど
は
可
成
り
立
派
な
装
飾
が
あ
っ
た
筈
か

　

と
想
像
せ
ら
れ
る
が
、
今
で
は
八
木
の
筋
梁
の
あ
る
八
角
親
築

　

ド
ー
ム
構
造
が
そ
の
ま
ｘ
露
出
し
て
ゐ
る
。
「
出
塞
紀
略
」
に
束

　

首
壁
端
に
大
金
大
定
二
年
・
奉
敬
重
修
と
大
書
し
て
あ
る
と
記

　

し
て
あ
る
が
、
大
字
は
勿
論
小
さ
な
文
字
を
室
中
捜
し
て
も
斯

　

る
優
１
　
叉
は
刻
字
は
無
か
っ
た
。

　
　

各
浦
の
壁
面
に
書
き
っ
け
た
察
書
は
無
敷
で
あ
っ
た
。
大
蔵

　

に
於
て
蝋
燭
ま
で
用
意
し
て
来
た
閑
人
は
少
た
か
っ
た
と
見
え

　

て
、
察
書
の
多
い
の
は
南
と
北
な
ど
の
出
入
口
附
近
、
印
ち
明

　

る
い
壁
面
で
あ
り
、
小
窓
か
ら
来
る
僅
か
の
光
線
に
過
ぎ
な
い

　

壁
に
は
極
め
て
少
た
い
。
北
側
と
南
側
と
を
比
べ
れ
ば
北
寄
り
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４

　

の
方
が
這
か
に
少
た
い
。
‐
多
数
の
楽
書
か
ら
漫
然
と
寫
し
た
ら

　
　

し
い
「
出
塞
紀
略
」
の
記
載
だ
か
ら
、
そ
れ
を
一
々
何
階
の
何

　
　

處
に
あ
っ
た
か
追
及
す
る
の
は
短
時
間
で
は
出
来
難
い
こ
と
を

　
　

現
場
へ
行
っ
て
っ
く
ぐ
感
じ
た
。
し
か
し
見
て
歩
く
中
に
偶

　
　

然
賊
づ
い
た
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
を
比
較
す
る
と
必
ず
し
も
、

　
　
　

「
出
塞
紀
略
」
は
正
躍
に
筆
寫
し
た
ま
χ
を
傅
へ
た
の
で
な
い

　
　

ら
し
い
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
。
其
の
一
二
を
次
に
示
せ
ば

　
　

（
イ
）
大
朝
至
元
八
年
七
月
二
十
八
日
、
西
夏
國
仁
王
院
輯
口
恵

　
　
　
　

善
到
此

　
　
　
　

こ
の
□
の
と
こ
ろ
は
恵
の
字
を
書
い
て
後
で
許
し
た
か
の
や

　
　

う
に
見
え
た
。
右
と
全
く
別
の
場
所
に
年
貌
も
な
く
次
の
や
う

　
　

な
祭
書
が
あ
る
。

　
　

（
ロ
）
進
禅
師

　
　
　
　

宣
雌
師

　
　
　
　

沖
禅
師

　
　
　
　
　
　

五
人
到
此
記
耳

　
　
　
　

晋
（
又
は
平
？
）
禅
師

　
　
　
　

順
禅
師

　
　
　

右
の
イ
、
ロ
の
二
つ
は
「
出
塞
紀
略
」
に
略
筆
し
た
箇
所
の

　
　

あ
る
た
め
に
誤
っ
て
二
つ
を
一
つ
の
楽
書
と
解
し
た
く
な
る
例

　
　

だ
が
、
次
の
も
の
は
順
序
を
年
代
順
に
置
き
換
へ
且
つ
略
筆
鍵

更
し
て
ゐ
る
。

（
ハ
）
朱
朝
大
明
國

　

・
：
こ
の
９
秀
安
殤
氏
に
ｓ
白
い
仏
‘
い
Ｉ

　
　

嘉
靖
四
１
　
年
六
月
初
八
日
記
留
名
姓

　
　

山
西
大
原
府
代
州
綜
扁
儒
學
喰
廣
生
員
段
溝

　
　

字
希
漬
胱
牛
山
、
時
至
嘉
靖
三
１
　
九
年

　
　

九
月
４
　
五
日
、
大
卒
達
兵
攻
開
堡
塞
、
将

　
　

一
家
近
枝
大
小
人
六
４
　
五
口
殺
死
槍
去
、

　
　

各
散
迩
、
生
止
遺
口
一
家
大
小
五
口
、
俯

　
　

念
斯
名
、
存
留
姓
名
、
路
逢
房
叔
二
人

　
　

妹
夫
一
人
、
生
向
恩
人
達
爾
漢
處
、
若

　
　

告
拿
口
在
此
、
亦
仝
受
難

房
叔
段
庶
明
、
段
茂
先

妹
夫

　

石
枚

：
’
明
の
字
、
安
斎
氏
の
潟
し
に
な
し

…
枚
か
牧
か
不
明

　
　

妻

　

陳
氏
、
幼
・
男
甲
午
兄
、
官
名
段
守
魯

　
　

長
女

　

雙
喜
兄

　
　

次
女

　

宴
喜
兄

後
至
四
１
　
年
潤
五
月
二
十
七
日
有
妹
夫

石
枚
帯
領
幼
男
甲
午
兄
、
投
過

　

南
朝
去
了
、
妻
陳

　

四
月
初
一
日
病
故

以
上
示
し
た
三
例
は
多
分
第
五
暦
の
壁
に
あ
つ
た
と
思
ふ
。
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ノ
ー
ト
し
な
が
ら
上
下
し
て
ゐ
。
る
中
に
、
何
暦
目
に
居
る
の
か

判
ら
な
く
な
１
つ
た
場
合
が
多
い
。
の
で
、
以
下
記
す
の
に
も
誤
り

が
あ
り
得
る
だ
ら
う
。
和
田
教
授
が
在
城
な
る
文
字
を
問
題
に

し
て
居
ら
れ
た
の
で
、
「
出
塞
紀
略
」
に
見
え
た
豊
州
在
城
塔
と

あ
る
の
を
捜
し
た
が
見
出
し
か
ね
た
。
し
か
し
少
１
　
　
逡
つ
て
ゐ

る
が
第
四
珊
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

゛

　

豊
州
在
城
東
長
街
住
人
賀
口
噸
是
祁
家
女
婿
是
也

と
あ
る
例
が
目
に
つ
い
た
。
「
出
塞
紀
略
」
に
あ
る
も
の
で
可
な

り
正
確
な
の
は
次
の
一
例
だ
が
、
そ
れ
で
も
多
少
の
間
違
が
認

め
ら
れ
た
。

　

大
定
１
　
八
年
三
月
二
１
　
二
日

　

開
西
鵬
戎
軍
契
口
典

　
　
　

到
此

　

准
題

　

こ
れ
も
第
五
騰
に
あ
つ
た
。
「
出
塞
紀
略
」
に
出
て
ゐ
な
い
も

の
の
中
、
漫
然
と
ノ
ー
ト
し
て
置
い
た
も
の
を
次
に
若
干
列
挙

し
よ
う
。

Ａ
、
皇
慶
三
年
四
月
１
　
五
日

　
　
　
　

白
海
子
住
人
佐
伯
同
可

　
　
　
　

同
牛
人
劉
必
達
計
耳

Ｍ

　

’
Ｂ
ヽ
善

　

安

　

堂

加
奴

（
第
五
層
）

　
　

至
治
三
年
貳
月
拾
壹
日

Ｃ
、
右
州
叢
醜
和
有
好

采
六
ｔ
）

（
以
下
第
七
暦
）

Ｄ
、
大
定
十
七
年
五
月
十
五
日
山
陰
許
家
氏
董
醜
和
｛
‥
｝
門

Ｅ
、
皇
慶
元
年
四
月
廿
日
、
西
京
普
恩
寺
招
師
就
師
貳
人
石
楡

　
　

達
此
計
耳

Ｆ
、
－
－
員
定
路
中
山
府

　
　

崇
教
院
鮒
懸
師

　
　

一
行
四
人
到
此

　
　

至
元
士
二
年
六
月
廿
五
日
記
耳
惜
□

Ｇ
、
試
上
浮
国
典
未
収

　
　

亡
金
大
定
勅
重
修

　
　

様
口
零
作
三
千
處

　

（
以
下
略
）

一
い
一
一
｝
一
一
１
一
－
】
Ｓ

　
　

大
徳
１
　
一
年
…
…
「
’
」
れ
は
別
の
巣
書
の
年
銃
か
も
知
れ
な
い
）

　

最
後
の
は
大
定
の
４
　
政
重
修
を
指
し
て
ゐ
る
の
で
重
要
で
は

あ
る
が
年
代
に
少
し
疑
問
が
あ
る
。
Ｅ
は
元
代
に
な
っ
て
も
大

同
を
西
京
と
呼
ん
だ
一
例
で
、
普
恩
寺
と
は
現
在
の
南
寺
、
即

ち
善
化
寺
の
奮
名
で
あ
る
。
Ｃ
Ｄ
は
醜
和
と
い
ふ
名
が
前
の
碑

文
に
も
見
え
た
の
で
書
き
と
め
た
の
で
あ
る
。
右
の
他
に
元
、

明
、
清
め
察
書
は
無
数
だ
が
、
多
く
は
年
月
日
と
姓
名
と
を
書
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ｊ

　

い
た
も
の
で
、
詩
は
極
く
少
な
い
。
元
代
の
楽
書
が
ま
る
で
近

弘

　
　

頃
書
い
た
や
う
に
濃
い
１
　
色
を
呈
し
て
ゐ
る
の
に
、
清
代
末
の

　
　

光
緒
位
の
が
案
外
前
え
か
ｘ
つ
だ
例
が
あ
る
所
か
ら
見
れ
ば
、

　
　

察
書
に
も
１
　
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
ら
し
い
。
金
代
の
は
多
く
の

　
　

場
合
大
定
の
年
胱
の
で
、
そ
の
他
の
も
の
は
気
づ
か
た
か
っ

　
　

た
。
大
定
の
中
で
は
第
二
音
目
に
「
大
定
４
　
一
年
八
月
初
五
日

　
　

…
…
」
と
あ
っ
だ
の
が
最
古
の
一
例
ら
し
く
思
へ
た
。
勿
論
精

　
　

査
す
れ
ば
更
に
古
い
の
が
見
出
し
得
ら
れ
る
だ
ら
う
が
。

　
　
　

以
上
、
内
部
で
見
た
所
を
略
記
し
た
。
外
部
で
附
言
し
た
い

　
　

の
は
、
萬
部
華
敲
経
塔
と
刻
ん
だ
初
４
　
の
入
口
上
部
に
あ
る
篆

　
　

額
が
、
ど
う
兄
て
も
民
國
十
口
年
の
石
砕
の
文
字
と
よ
く
似
て

　
　

ゐ
る
の
で
、
同
年
重
修
の
時
に
加
へ
た
も
の
ら
し
く
、
従
っ
て

　
　

塔
の
名
孵
の
根
球
と
し
難
く
思
は
れ
る
鮎
で
あ
る
。
ま
た
昨
年

　
　

観
察
が
不
十
分
だ
っ
た
土
城
に
つ
い
て
は
、
今
年
も
亦
調
査
が

　
　

殆
ん
ど
出
来
た
か
っ
た
。
し
か
し
注
意
し
て
見
る
と
塔
は
土
城

　
　

内
の
西
北
隅
に
あ
り
、
北
側
の
土
苧
か
ら
約
百
米
位
離
れ
て
ゐ

　
　

る
や
う
で
あ
っ
た
。
土
桑
と
言
っ
て
も
高
さ
一
米
餓
に
過
ぎ
な

　
　

い
の
で
、
殆
ん
ど
そ
れ
と
気
付
か
た
い
程
度
で
あ
る
。
し
か
し

　
　

嘗
て
は
可
成
り
明
瞭
だ
っ
た
ら
し
く
、
’
現
在
の
軍
用
地
圖
に
も

　
　

土
城
が
記
載
せ
ら
れ
、
一
過
約
五
百
米
位
も
あ
っ
た
や
う
で
あ

る
。

　

附

　

記

　

今
慶
の
調
査
に
は
吉
田
部
隊
の
方
々
や
電
設
會
祀
の
方
々
に
少
な
か

　

ら
ぬ
御
骨
折
を
賜
は
つ
仁
こ
と
を
感
謝
し
、
ま
た
同
行
せ
ら
れ
鎧
満

　

餓
の
安
斎
ホ
二
氏
、
小
沼
正
氏
に
も
御
世
話
に
な
つ
た
こ
と
を
御
優

　

申
し
上
げ
る
。

　
　

肯
ほ
厚
和
の
ラ
マ
寺
に
つ
い
て
も
訂
正
及
び
疸
記
し
包
い
こ
と
が

　

多
い
が
、
そ
れ
は
別
に
建
築
雑
誌
に
掲
載
す
る
こ
と
に
し
仁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
昭
和
十
四
年
十
月
末
稿
）
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〔
北
京
通
当

　

一

　
　

日
下
南
支
方
面
談
行
中
の
小
野
學
士
よ
り
十
一
月
十
日

　
　

付
、
南
京
疲
に
て
左
の
如
き
便
り
あ
り
、

　

筆
不
精
な
の
で
逡
に
も
の
を
書
く
こ
と
が
い
や
に
な
り
、
見

れ
ば
見
た
だ
け
、
聞
け
ば
聞
い
た
だ
け
と
云
っ
た
次
第
、
郡
耶

で
下
車
し
、
古
趙
械
を
極
め
ん
と
し
た
が
警
備
の
都
合
が
っ
か

な
い
の
で
大
し
た
こ
と
は
な
い
と
思
ひ
な
が
ら
途
に
断
念
。
彰

徳
で
は
再
び
殷
墟
に
行
き
更
に
鄭
祁
を
一
瞥
、
開
封
で
は
忙
が

し
い
一
日
の
見
學
。
博
物
館
、
其
他
狙
太
人
の
子
孫
な
ど
を
訪

ふ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
徐
州
も
亦
貿
に
忙
し
く
、
東
波
の
賦

碑
な
ど
ロ
ー
ソ
ー
ク
を
と
も
し
て
見
る
と
云
ふ
有
様
。
水
野
兄
と

別
れ
、
鮮
埠
か
ら
南
京
に
至
り
ま
し
た
。
南
に
来
る
に
従
っ
て

気
温
も
高
く
、
冬
仕
度
で
は
暑
さ
を
感
じ
ま
す
。
南
京
は
今
度

随
分
爆
撃
を
受
け
、
痛
ま
し
い
程
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。
然
し

復
興
気
運
は
盛
ん
で
、
さ
す
が
大
都
市
だ
と
は
思
ひ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

ゝ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
七
十
頁
へ
縦
く
）
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